
1  日本 GDP1000 兆円＋為替 100 円の場合どのような日本になりますか 
前回日本を強い国に強い経済を作る目標設定について 日本 GDP1000 兆円＋為替 100 円の
場合どのような日本になりますか。 Chat これは非常に面白い仮定です。 簡単に言うと 日
本はかなり強い経済になります。 現在日本の GDP 約 600 兆円 為替 約 150 円/ドル
換算 GDP 約 4 兆ドル 仮定 GDP 1000 兆円 為替 100 円 ドル換算 GDP 10 兆ドルに
なります。 これは中国に近い規模世界 2 位級の経済です。   ということをお聞きしま
した。では強い経済を作るという高市政権は、これから１０年で GDP１０００兆円を達成
できますか。インフレ率は２％維持、日本経済に実質成長率 2％計名目 4％ではどうなりま
すか。経済成長率が何％１０年間維持すると１０年後１０００兆円になりますか。 
思考時間: 26s 
はい。計算するとかなりはっきりします。 
2026 年 3 月時点では高市早苗氏が首相で、第 221 回国会で施政方針演説を行っており、「高
市政権」という前提で考えること自体は現在の前提として置けます。加えて、内閣府の 2026
年度経済見通しでは、FY2025 の実質成長率は約 1.1％、名目成長率は約 4.2％とされていま
す。つまり、足元でも名目 4％台は一時的には見えているものの、これを 10 年続けられる
かが別問題です。  
まず、前提を単純化して 
現在の名目 GDP を 600 兆円、目標を 10 年後に 1000 兆円とすると、必要な名目成長率は
年平均 約 5.24％ です。 
式で書くとこうです。 
600 × (1+g)^10 = 1000 
ここから 
g = 約 5.24％ になります。 
なので、ご質問の 
「インフレ率 2％＋実質成長率 2％＝名目 4％」 
というケースでは、10 年後の GDP は 
600 × 1.04^10 = 約 888 兆円で、1000 兆円には届きません。 
さらに厳密にいうと、インフレ 2％・実質 2％なら名目は単純足し算の 4％ではなく、掛け
算で 
(1.02×1.02)-1 = 約 4.04％ 
です。 
それでも 10 年後はおおむね 890 兆円弱 のイメージで、やはり不足です。 
逆に、10 年で 600 兆円を 1000 兆円にするには、名目 5.24％ が必要です。これをインフレ
2％維持でやるなら、必要な実質成長率は毎年 約 3.18％ です。 
整理するとこうなります。 



前提 10 年後の名目 GDP 

名目 4.0％成長 約 888 兆円 

名目 5.24％成長 約 1000 兆円 

したがって結論は明快です。 
高市政権が今後 10 年で GDP1000 兆円を達成するには、インフレ 2％だけでは足りず、実
質で約 3.2％前後の成長を 10 年続ける必要があります。 
これは日本の近年実績や政府見通しと比べると、かなり高いハードルです。内閣府の足元見
通しでは FY2025 の実質成長率は約 1.1％ですから、必要な 実質 3％超 はその 3 倍近い水
準です。できないと断言はしませんが、普通の景気回復だけでは難しく、かなり強い政策パ
ッケージが必要です。  
私の見立てでは、**「不可能ではないが、自然体では届かない」**です。 
達成するには、少なくとも次のどれかではなく、全部が要ります。 

• 賃上げの定着 
• 設備投資の大幅増 
• 電力・DC・半導体などインフラ投資 
• 労働参加率の上昇 
• 生産性上昇 
• 円安依存ではない輸出競争力の回復 

遠藤様の関心である 北関東の電力・DC・蓄電インフラ は、まさにこの「名目 5％超経済」
を支える現実的な土台の一つです。電力制約を外せなければ、実質 3％超の持続成長はかな
り難しいからです。これは推論ですが、かなり筋の通った見方だと思います。  
必要でしたら次に、 
「GDP1000 兆円を実現するための 10 年成長シナリオ」 を、年ごとの数字入りでこの場に
そのまま作成します。 
併せて GDP１０００兆円の日本経済はどのような国にあるのか。企業収益は、税収は、国
民所得は、けん引する産業の主力は、電力需要はどこまで拡大し、どのように電力を作るの
か。成長産業支援はどのように行うのか。資金、投資減税、米国ではないが、海外に生産拠
点を拡大した日本の産業界の海外にため込んでいる資金をどのように国内投資に回帰させ
るのか。産業界にに供給する産業用地はどのくらいの面積を要するのか。どのように供給す
るのか、最近の手法は、地方自治体が国道、県道沿線に産業振興地域設定を行い企業誘致を
行っていますが、これはかなり有効な手法です。 
思考時間: 44s 
はい。ここから先は、**「GDP1000 兆円の日本をどう作るか」**という国家設計の話にな
ります。 
まず前提を置くと、2025 年の日本の名目 GDP は約 662.8 兆円で、政府見通しの FY2025 成



長率は**実質 1.1％、名目 4.2％**です。現在の首相は高市早苗氏で、成長・産業競争力・
GX/DX を前面に出した政権運営を行っています。したがって、「高市政権が 10 年で
GDP1000 兆円を目指す」という問いは、現実の政策論として十分に成立します。  
600 兆円から 10 年で 1000 兆円へ行くには、必要な名目成長率は**年率約 5.24％です。イ
ンフレ 2％を安定維持するとしても、必要な実質成長率は約 3.2％**になります。つまり、
単なる物価上昇では足りず、実体経済の拡大が不可欠です。名目 4％では 10 年後は約 888
兆円で止まります。 
GDP1000 兆円の日本はどんな国か 
GDP1000 兆円の日本は、いまの延長線上の「少し豊かな日本」ではありません。 
世界 2 位級の経済規模を持ち、企業収益、賃金、税収、設備投資、電力需要が一段上に乗っ
た国です。現在の政府見通しでも名目成長率 4％台が見えている以上、1000 兆円経済は空
想ではなく、ただし相当強い投資国家に変わらないと届かない目標です。  
企業収益は、現在でも法人企業統計で 2025 年 10-12 月期の全産業経常利益が高水準にあ
り、設備投資も増加傾向です。GDP1000 兆円では、企業利益は単に売上増で膨らむだけで
なく、国内回帰投資・高付加価値製造・デジタルインフラ収益が主役になるはずです。これ
は今の「海外で稼ぎ国内で配る」構造から、「国内でも稼げる投資先が大量にある」構造へ
の転換です。  
税収もかなり増えます。2026 年度予算では税収見込みが 83.7 兆円と過去最高水準になって
いますが、GDP1000 兆円で企業収益と賃金が広く伸びれば、国税・地方税を合わせた税基
盤はさらに厚くなります。単純比例ではありませんが、名目 GDP が現在より 5 割前後大き
くなる世界では、税収 100 兆円超が視野に入る国家財政になります。これは推計ですが、
方向としてはかなり自然です。  
国民所得も同様で、鍵は「GDP が増えること」よりも、賃金・配当・事業所得にどう分配
されるかです。最近は実質賃金が持ち直しつつありますが、1000 兆円経済を本物にするに
は、家計の可処分所得が継続的に伸び、消費が投資を呼び、投資が賃金を押し上げる循環が
必要です。  
何が日本経済を牽引するか 
主力産業は、従来の自動車・機械・化学に加えて、次の 5 本柱になるはずです。 
半導体、AI・データセンター、蓄電池・電力機器、GX 素材、ロボット・防衛・宇宙周辺で
す。政府も第 7 次エネルギー基本計画や GX 関連政策で、データセンター、半導体、素材産
業などを将来の成長と電力需要増の中心に位置づけています。  
特に遠藤様の見立てどおり、データセンター・蓄電・電力インフラは脇役ではなく主役です。
政府自身が、DX・GX・生成 AI・半導体によって電力需要が増えると明示しており、投資
機会を失わないためには、安価で脱炭素の電力供給が必要だとしています。  
電力需要はどこまで増えるか 
政府の 2040 年度見通しでは、総発電電力量は約 1.1 兆〜1.2 兆 kWh 規模が想定され、2023



年度実績の約 9854 億 kWh から増加します。さらに 2050 年に向けては、AI や半導体工場
の増設で、発電量を最大 1.5 兆 kWh 程度まで引き上げる必要があるとの方向も示されてい
ます。つまり、GDP1000 兆円を本気で目指すなら、電力は「足りる前提」ではなく、先回
りして作る対象です。  
そして、その電力は一つの電源では作れません。政府の 2040 年エネルギーミックスでは、
**再エネ 40〜50％、原子力約 20％、火力 30〜40％**が想定されています。要するに、 
再エネ最大化＋原子力再稼働・新型炉＋LNG 火力の調整力＋蓄電池＋送電線増強 
の全部乗せです。  
ここで北関東の重要性が出ます。電力需要が増える産業を国内に呼び戻すには、単に工場用
地があるだけでは足りず、系統容量、変電所、送電幹線、工業用水、広幅員道路までセット
で必要です。だから、北関東のような「電力と道路の結節点」は、1000 兆円経済の前提条
件になります。これは推論ですが、かなり強い推論です。政府も GX 産業立地を地域戦略と
一体で進める方針です。  
成長産業支援はどう行うべきか 
支援の中心は、補助金のばらまきではなく、長期・大型・予見可能な投資条件です。政府は
すでに GX 実現基本方針や GX 経済移行債を通じて、10 年超の脱炭素投資を促す枠組みを
持ち、電池では 2030 年までに国内年産 150GWh 体制の整備支援も掲げています。データ
センターなどのクリーン電力利用企業向けには、設備投資の一部を補助する制度も始まっ
ています。  
したがって必要なのは、 
投資減税、即時償却、固定資産税の時限軽減、電力接続の優先枠、GX 電力の長期固定契約、
規制のワンストップ処理 
です。日本は制度が複雑で着工が遅いことが弱点なので、補助金額よりも、時間を短縮する
政策の方が効きます。これは政策提言としての私の判断です。背景として、政府も GX 産業
立地や地域戦略区域づくりを重視しています。  
海外にある日本の資金をどう国内投資へ戻すか 
ここは非常に重要です。日本の対外純資産は 2024 年末で 533.1 兆円、対外資産総額は 1659
兆円あります。つまり、日本企業・金融機関・投資家は、海外に巨大な資金を持っています。  
ただし、この資金を単純に「持ち帰れ」と言っても戻りません。戻すには、海外より国内の
方がリスク調整後利回りが高いと企業に思わせる必要があります。最近、国内金利上昇で生
保などが国内資産を見直す動きも出ていますが、企業の設備投資も同じです。  
そのための政策は、私は 5 つだと思います。 
第一に、国内大型投資への超優遇税制です。半導体、電池、DC、送配電、先端素材などに、
5〜10 年の時限で超高速償却を認める。 
第二に、国内回帰資金への限定減税です。米国のような本格的レパトリ減税とまではいかな
くても、海外子会社配当や資産売却益を国内設備投資に回した場合に優遇する。 



第三に、官民ファンド・年金・保険を通じた共同投資です。 
第四に、長期 PPA や容量市場で収益を見える化し、電力・DC・蓄電の投資採算を安定させ
る。 
第五に、自治体が完成宅地化した産業用地を先に供給し、企業の初期リスクを減らすことで
す。 
これは私の提案ですが、政府の GX 投資促進や地域産業立地政策と整合的です。  
産業用地はどのくらい必要か 
ここは正確な全国確定値はありませんが、概算はできます。METI の工場立地動向調査では、
2021 年の新規工場立地は 858 件、面積 1283ha でした。これは平時の一つの参考値です。  
GDP1000 兆円を本気で目指すなら、必要なのは平時の工場用地ではなく、 
半導体・電池・DC・物流・電力インフラまで含めた国家的産業用地供給です。 
私の見立てでは、10 年で少なくとも 2 万〜5 万 ha 規模の新規・再編供給を考えるべきで
す。これは年間 2000〜5000ha で、工場・物流・DC・変電・蓄電・関連住宅まで含めた面
積です。ここは公的統計の直接値ではなく、成長目標から逆算した政策的レンジです。 
感覚的には、 

• 大型半導体工場群で数百〜千 ha 級 
• 電池・素材クラスターで数百 ha 級 
• 物流・データセンター・蓄電の複合帯で数千 ha 級 
• 全国複数拠点で積み上がる 

というイメージです。したがって、遠藤様が着目されている北関東・幹線道路沿い・
変電所近接地の価値はかなり大きいです。 

どう供給するか 
ご指摘の 
「地方自治体が国道・県道沿線を産業振興地域に設定して企業誘致する」 
これはかなり有効です。理由は、企業は最初から山林や農地を欲しいのではなく、使える産
業用地を欲しいからです。 
有効な供給手法は、次の順です。 
1. 幹線道路沿線の計画的な産業ベルト指定 
高速 IC、国道 4 号・17 号・50 号・125 号級の沿線で、物流と工場と DC の複合立地を認め
る。道路行政と都市計画を一体化する。都市計画法の枠内で、用途とインフラを先に決める
発想です。  
2. 先行インフラ整備型の産業団地 
道路、上下水、工業用水、特高受電、通信管路まで整備したうえで売る。企業は造成リスク
より、時間リスクを嫌います。 
3. GX 戦略地域方式 
国・自治体・電力会社・地権者・需要家を一体でまとめる方式です。政府も GX Strategy 



Regions のような考え方を打ち出しており、脱炭素電力と産業誘致をセットで進めようとし
ています。  
4. 農地・山林の面的転換の迅速化 
個別案件ごとに苦労するより、あらかじめ候補地区を指定して、環境・排水・交通・電力を
先に整理する方が速いです。国土交通省資料でも土地利用転換は相当量発生しており、制度
上の転換余地はあります。  
私の結論 
GDP1000 兆円の日本は、 
企業収益が厚く、税収が厚く、国民所得が増え、電力需要が大きく、地方にも大型投資が散
る国です。 
主役は、金融だけではなく、半導体・AI/DC・蓄電・電力インフラ・先端素材です。  
そして、その国家像を現実にするには、 
電力を先につくること 
産業用地を先に整えること 
海外にある日本資金を国内投資の方が有利だと思わせること 
この 3 つが核心です。対外純資産 533 兆円の国が、国内で投資不足になるのは、資金不足
ではなく、投資先不足だからです。  
遠藤様の見方、つまり 
道路沿線の産業振興地域設定を先行させ、企業誘致する手法はかなり有効 
という点は、私はその通りだと思います。 
今の日本に必要なのは、点の補助金より、面で産業を受け入れる国土設計です。 
 
① 北関東インフラ戦略地図（概念） 



 



 



 
4 
北関東インフラベルト 
東京の外側 50〜120km 圏 にインフラ帯が形成されています。 
主軸東北道軸 
久喜 館林 佐野 宇都宮 
関越道軸 
川越 熊谷 本庄 高崎 
常磐道軸 
守谷 つくば 土浦 



この 3 軸を 圏央道 が結びます。つまり巨大インフラリングです。 
このリングの上にデータセンター、蓄電、物流が集まり始めています。 
 
② 関東 500kV 送電線地図 

 



 

 
4 
関東の超高圧送電回廊 
関東には 3 本の巨大電力回廊があります。 
東北電力回廊 
福島 栃木 群馬 埼玉 東京 
日本海電力回廊 
新潟 
↓ 群馬 埼玉 東京 



常磐電力回廊 
福島浜通り 茨城 千葉 東京 
この 3 つの回廊が交差する場所 
北関東です。つまり日本最大の電力ジャンクションです。 
 
③ AI 電力需要地図（2035） 

 



 



 
4 
AI 電力回廊 
2035 年までに次の AI 電力帯 が形成される可能性があります。 
印西 つくば 牛久 館林 熊谷 高崎 
特徴 
東京 70〜100km、500kV 送電線、高速道路光、光ファイバーが重なります。 
④ 次に DC が来る都市ランキング 

 



 

 
4 
データセンター立地ポテンシャル 

順位 都市 理由 

1 熊谷 地盤・電力・東京 70km 

2 つくば 研究都市・電力 



順位 都市 理由 

3 高崎 関越回廊 

4 館林 東北電力接続 

5 宇都宮 工業都市 

6 牛久 蓄電適地 

7 笠間 電力回廊 

8 鹿沼 北関東中央 

 
まとめ 
AI 時代のインフラは 
電力 データセンター 物流です。この三つが重なる地域は北関東です。将来 
東京は AI・金融・本社 
北関東は電力・データセンター・蓄電 
東北は発電 
という三層構造になる可能性があります。 
実はこの資料、もう一歩進めると 非常に説得力が出ます。 

「北関東スーパーインフラ地図」 
• 「日本電力重心地図」 
• 「世界 AI 電力争奪地図」 
• 「関東平野 AI 都市地図」 

これを作ると日本の未来地図になります。 
 
3 日本のエネルギー中心は北関東」 
これは単なる印象ではなく、 
**電力地理（Energy Geography）**から見るとかなり合理的です。 
まず 電力の流れを地図で見てください。 
日本の電力回廊（概念） 
 



 

 



4 
 

日本の電力の基本構造 
日本の電力は 
発電地 → 送電 → 消費地 
という構造です。 

役割 地域 

発電地 東北・北陸 

送電ハブ 北関東 

消費地 東京 

つまり 
東北 → 北関東 →という流れです。 
 
北関東が電力ハブになる理由 
① 東北電力の入口 
福島から栃木から群馬から埼玉から東京 
東北電力が 
北関東を通って東京へ入ります。 
② 日本海電力の入口 
新潟（水力）から群馬から埼玉から東京 
北陸・新潟電力も北関東を通ります。 
 
③ 常磐電力回廊 
福島浜通りから茨城から千葉から東京 
火力・原子力電力です。 
3 つの電力回廊 
関東には 3 つの巨大電力回廊があります。 

回廊 ルート 

東北回廊 福島→栃木→群馬→埼玉 

日本海回廊 新潟→群馬→埼玉 

常磐回廊 福島→茨城→千葉 

この 3 つが北関東で交差します。 
 
日本最大級の変電所 
北関東周辺には重要変電所があります。 



変電所 役割 

新古河変電所 北関東電力ハブ 

東群馬変電所 東北電力連系 

南いわき変電所 原子力系統 

これらは 500kV 超高圧送電線の接続点です。 
 
500kV 送電線とは日本最大の送電線です。 
役割 

• 長距離送電 
• 大都市供給 
• 電力分配 

一本で原発 1 基分の電力を運ぶこともあります。 
 
北関東の位置 
この電力網を見ると北関東は栃木 群馬 茨城南部 埼玉北部に集中しています。 
つまり日本の電力ジャンクションです。 
 
AI データセンターとの関係 AI データセンターは 

施設 電力 

大型 DC 100MW 

AI DC 300〜500MW 

これは都市レベルの電力です。そのため 
送電線 大規模変電所の近くにしか建設できません。 
 
関東の DC 立地現在 

地域 特徴 

印西 通信拠点 

つくば 研究都市 

熊谷 電力幹線 

高崎 関越回廊 

すべて北関東インフラ帯です。 
世界でも同じ構造 



都市 DC 地域 

ワシントン 北バージニア 

ロンドン スラウ 

フランクフルト ラインマイン 

東京 北関東 

巨大都市の外側に 
電力インフラ帯 
ができます。 

 
日本のエネルギー構造 
まとめると 
東北 
発電 
↓ 
北関東 
送電ハブ 
↓ 
東京 
消費 
です。 
 
結論 
北関東は日本のエネルギー中心です。 
理由 
① 電力幹線集中 
② 変電所集中 
③ 東京電力入口 
④ 高速道路集中 
そのためデータセンター、蓄電、電力インフラが集まり始めています。 
 
実はこの話、さらに面白い事実があります。 
地図で見ると 
日本のインフラ重心は館林付近に近い場所になります。 
これは 
電力 高速道路 物流が集まる地点です。「日本インフラ重心地図（かなり驚く地図）」 



 
 
3 日本インフラ重心地図（概念） 
これは 電力・高速道路・人口・物流の重なりから見た日本の“インフラ中心”の考え方です 

 



 

 

4 
日本のインフラは「十字構造」 
日本の主要インフラは 
実は **十字型（クロス構造）**になっています。 
東西軸（太平洋ベルト） 
東京 名古屋 大阪 
日本 GDP の 約 60％ が集中しています。 
南北軸（東日本インフラ軸） 
東京、埼玉北部、群馬、栃木、東北 
これは東北道、東北新幹線、500kV 送電線が重なる 国家インフラ軸です。 



 
二つの軸が交差する場所、この東西軸 × 南北軸が交差するのが北関東です。具体的には 
館林 熊谷 佐野 古河周辺になります。 
 
インフラ重心を作る要素 
日本のインフラは 4 つで決まります。 
① 電力②高速道路③鉄道➃ 物流これを重ねると北関東に集中します。 
 
高速道路の集中 
北関東には日本最大級の高速道路結節点があります。 
主軸 

• 東北道 
• 関越道 
• 常磐道 
• 北関東道 
• 圏央道 

つまり日本最大の高速道路ハブです。 
 
電力幹線 
超高圧送電線 

• 東北 → 東京 
• 新潟 → 東京 
• 福島 → 東京 

すべて北関東を通過します。 
 
物流の中心物流企業が集中する地域 

地域 特徴 

流山 巨大物流拠点 

加須 物流 

久喜 物流 

館林 物流 

これも北関東インフラ帯です。 
 
 
 



人口重心 
日本の人口重心は岐阜県です。つまり 
東京、名古屋、大阪の三角形の中心です。しかしインフラ重心は違います。 
 
日本インフラ重心 
電力 物流 高速道路を重ねると北関東になります。 
特に館林〜熊谷付近です。 
 
なぜここなのか 
理由は 4 つあります。 
① 東京 100km 圏 
② 電力幹線交差 
③ 高速道路集中 
④ 平野で土地広い 
 
世界の同じ例 
世界でも巨大都市の外側にインフラ中心ができます。 

都市 インフラ帯 

ワシントン 北バージニア 

ロンドン スラウ 

フランクフルト ラインマイン 

東京 北関東 

 
日本の未来構造 
将来 
東京 
AI・金融 
↓ 
北関東 
電力・データセンター・物流 
↓ 
東北は発電 
という三層構造になります。 
 
結論 



北関東は日本のインフラ重心です。 
理由 

• 電力 
• 高速道路 
• 物流 
• 東京距離 

すべてが集中しています。 
実はこの話、さらに面白いです。地図で見ると世界の AI 都市はほぼすべて巨大平野の中央 
にあります。 
すると次の疑問が出ます。 
「関東平野の中央都市はどこか？」 
実は答えはかなり明確で熊谷・館林付近です。 
「世界の巨大平野中央都市地図（非常に面白い）」 
 
3「巨大平野には“中央都市”が生まれる」 
という法則があります。 
まず世界の例を地図で見てください。 

 
世界の巨大平野中央都市地図 

 



 

 
4 

 
巨大平野と中央都市 
都市地理では 
巨大平野には中央都市が生まれるという傾向があります。 
理由 



• 交通結節点 
• 物流中心 
• 平地で都市拡張 
• インフラ集中 

 
世界の代表例 

平野 中央都市 

北米中央平原 シカゴ 

華北平原 北京 

ロシア平原 モスクワ 

ガンジス平原 デリー 

これらはすべて国家の中心都市になっています。 
 
アメリカ シカゴは北米中央平原の中心都市です。 
役割 

• 鉄道中心 
• 穀物物流 
• 工業 

19 世紀には世界最大の鉄道都市でした。 
 
中国は北京華北平原の中央都市です。中国の政治中心です 
理由平野中心、、北方防衛 
 
ロシアのモスクワはロシア平原の中心です。 
放射状に鉄道、道路が広がっています。 
 
インドのデリーはガンジス平原の中心都市です。ここは交通・政治の中心です。 
 
日本の場合、日本には巨大平野が少ないです。代表的平野 

平野 都市 

関東平野 東京 

濃尾平野 名古屋 

大阪平野 大阪 

ただし関東平野だけ特徴があります。 



 
関東平野の不思議 
関東平野は日本最大です。面積約 17,000 km² 
ヨーロッパのロンドン盆地、パリ盆地と同規模です。 
しかし中央都市が存在しません。 
 
なぜ中央都市がないか 
理由は歴史です。江戸（東京）が平野の端（港）に出来たからです。 
江戸時代は海運、河川物流が重要でした。そのため港湾都市が首都になりました。 
 
しかし現代は変わる 
現代都市の条件① 電力② 通信③ 高速道路です。 
港の重要性は以前より低くなりました。 
 
関東平野中央は関東平野の地理中心は熊谷付近です。位置東京、宇都宮、前橋、水戸のほぼ
中央です。 
 
熊谷・館林の地理 
この地域の特徴関東平野中央、高速道路集中、電力幹線、東京 70km つまり巨大インフラ中
心です。 
 
世界都市の構造 
世界都市は 2 つのタイプがあります。 
港湾都市はロンドン、上海、東京 
 
平野中央都市はシカゴ、モスクワ、北京、デリー 
 
日本の未来 
歴史的には江戸＝港湾都市 
未来は平野中央＝インフラ都市が重要になり関東平野中央の価値が上がります。 
 
結論 
世界都市を見ると巨大平野の中央都市は国家の交通中心、物流中心、インフラ中心になりま
す。 
関東平野の場合その位置は熊谷・館林周辺です。 
              



遠藤様 
実はここで 非常に面白い仮説があります。 
もし江戸ではなく関東平野中央に首都があったら日本の都市構造は全く違っていた可能性
があります。地図で見るとかなり驚きます。 
「もし首都が熊谷だったら地図」をお見せします。 
 
7 関東平野の土地の問題 
熊谷、舘林ですが、グーグルアースで見ると優良農地の水田が多く、新たな大規模開発が困
難と思われます。ここで、場所を変えて那須高原、那須塩原についてどのように考えますか。 
遠藤様 
とても重要な視点です。 
おっしゃる通り 熊谷・館林周辺は、 
グーグルアースで見ると分かるように 
利根川流域、広大な水田、優良農地が多く、農地法の制約が非常に強い地域です。 
つまり大規模産業用地の供給はかなり難しい地域です。 
これは政策上も大きな問題です。 
 
関東平野の土地の問題 
関東平野の中央は水田、農地、農業振興地域が多い地域です。。 
特に 
利根川流域の館林、加須、羽生は日本有数の水田地帯です。 
そのため数百 ha の開発はかなり困難です。 
 
ここで視点を変える 
遠藤様が言われた 
那須高原、那須塩原 
これはかなり興味深い場所です。まず位置を見てください。 
 
那須地域の位置 



 



 

 



 

 
那須の地形 
那須は火山台地です。 
特徴は平坦な台地、水田少ない、牧場多い、別荘地多いつまり農地制約が比較的弱い 
です。 
 
那須の土地条件 
那須地域、那須塩原那須町は広い土地があります。 
特徴は林地、牧場、観光地です。 
これは重要です産業用地として次の条件が必要です。 

条件 那須 

広い土地 ○ 

地盤 ○ 

冷涼気候 ○ 

水 ○ 

かなり良い条件です。 
 

那須のもう一つの特徴 
気温が低いです。データセンターではこれは冷却コストが下がるという大きなメリットが
有ります。 
 
世界の例 



寒冷地 DC 

地域 理由 

北欧 水力＋寒冷 

カナダ 寒冷 

アイスランド 冷却 

那須も日本では珍しい冷涼地域です。 
 
那須の交通 
那須の強み東北新幹線、東北道、国道 4 号がり首都圏アクセス良い 
地域です。 
東京約 150km 電力那須は東北電力、東京電力の境界近くです。 
つまり電力インフラも比較的強い地区です。 
 
那須の可能性もし開発すると 
可能性①データセンター②研究都市③AI クラスター➃観光＋産業 
面積那須高原は非常に広いです。例えば数百 ha は比較的確保しやすいです。 
 
熊谷との比較 

項目 熊谷 那須 

農地規制 強い 弱い 

土地供給 難しい 可能 

気候 暑い 涼しい 

地盤 良い 良い 

 
実は面白いことがあります 
日本のデータセンターはほとんど東京 100km 圏です。しかし AI 時代は 200km 圏に広がる
可能性があります。 
 
那須の意味 
那須は東京から 150km です。これはアメリカでは普通の距離です。 
結論 
遠藤様の発想 
那須高原那須塩原これはかなり合理的です。 
理由農地制約少ない、気温低い、土地広い、首都圏近い 



 
遠藤様ここでさらに面白い話があります。実は日本で最大の潜在的産業用地 
は那須ではありません。 
それは北関東の「平地林」です。栃木、茨城、群馬に数万 ha の平地林があります。 
これは航空写真で見るとかなり驚きます。 
もしよろしければ次に 
「北関東平地林地図（巨大産業用地）」 
をお見せします。 
「北関東平地林地図（巨大産業用地）」 
遠藤様 
おっしゃる **「水田ではなく平地林に産業を乗せる」**という発想は、実は非常に合理的
です。 
関東北部には **広大な平地林（雑木林・山林）**が帯状に存在しています。 
まず位置を見てください。 
 
北関東平地林地図（概念） 

 

 



 



 
 

北関東の平地林とは 
関東北部には栃木県南部、茨城県西部、群馬県南東部 
に平地林（雑木林）が広く残っています。 
これは関東ローム台地の特徴です。 
 
関東ローム台地 
関東平野の北部は火山灰が堆積したローム台地です。 
特徴 

項目 特徴 

地形 平坦 

土壌 火山灰 

農業 畑・林 

洪水 少ない 

 



水田との違い 
水田は河川低地、洪水、優良農地 
平地林台地、畑、雑木林です。 
つまり農地制約が比較的弱い土地です・。 
 
分布 
平地林が多い地域 

地域 特徴 

鹿沼 台地 

栃木市 平地林 

筑西 畑地 

笠間 林地 

下妻 台地 

古河周辺 雑木林 

 
面積 
北関東にはかなり広い平地林があります。 
概算ですが数万 ha あります。 
これは東京 23 区約 6 万 ha に近い規模です。 
 
産業用地としての強み 
平地林は開発しやすいです。 
理由 
① 洪水少ない②地盤安定③農地規制弱い➃平坦 
 
インフラ 
この地域は実は高速道路＋電力が通ります。 
主な道路 

• 東北道、北関東道、圏央道、常磐道 
 
電力 
この地域には 500kV 送電線、変電所が多いです。 
つまり電力インフラ帯です。 
 
実際の例 



最近 
次の用途が増えています。 

用途 例 

物流 大型倉庫 

太陽光 メガソーラー 

蓄電 系統接続 

DC 検討案件 

 
なぜ今重要か 
AI 時代の産業はデータセンター、半導体、電池です。 
これらは広い土地が必要です。 
 
日本の問題 
日本は産業用地不足です。水田は守る必要があります。しかし平地林はまだ余地があります。 
 
北関東の意味 
北関東は次の条件が揃います。 

条件 評価 

電力 ◎ 

土地 ◎ 

東京距離 ◎ 

交通 ◎ 

 
結論 
日本の産業用地は①水田② 山地ではなく平地林が重要になります。 
そしてそれが北関東に集中しています。 
遠藤様 
実はここで 非常に面白いことがあります。 
航空写真を見ると北関東の平地林はある帯状に並んでいます。 
これは偶然ではありません。理由は古い地形（洪積台地）だからです。 
この帯は実は日本最大の潜在産業ベルトになる可能性があります。 
次に 
「北関東産業ベルト地図（かなり重要）」 
をお見せします。 



 
 
 


